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市政だより

昭和56年10月1日 No.931 

人口の動き

9月1日現在 前月比

人口計 66，395 +121 
男 31，985+ 65 
女 34，410+ 56 
世帯数 19，201 + 20 
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かん声と拍手のなかで、園児は走る一一。

コ

園ル
J¥ 
児白
は.二

自分の手より大きいパトンをしっかり握り、ひたいから流れる汗はハチマキでとまる。

ここちょい風は、 走る園児のほほをなでる。一生けんめい、無心に走る園児の背に大人た

ちの声援が一一。その声は澄みきった青空に吸いこまれる。園児たちは秋のコ、、ーノレへ向っ

て、ただひたすらに走る一一。 (写真はかたまち保育園運動会)
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---1赤い羽根|一一-

やさしさを隣人に

一一共同募金運動始まる一一一

十
月
一
日
か
ら
「
共
同
募
金
運

動
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

乙
の
運
動
は
、
民
間
社
会
福
祉

事
業
の
た
め
の
資
金
を
一
本
化
し

寄
付
金
の
募
集
、
管
理
、
配
分
の

総
合
的
な
調
整
を
は
か
っ
て
い
く

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
国
際
障
害
者
年
に
あ

た
り
「
障
害
者
の
社
会
参
加
の
た

め
の
場
づ
く
り
」
と
い
う
テ

l
マ

を
重
点
に
運
動
を
展
開
し
て
い
く

乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
使
い
み
ち
は

マ
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に

マ
障
者
児
者
福
祉
に

マ
子
供
た
ち
の
福
祉
に

マ
身
よ
り
の
な
い
老
人
に

な
ど
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
募
金
は
各
県
単
位
で
実

施
さ
れ
、
県
内
で
す
べ
て
配
分
さ

れ
ま
す
。

※ 

大
村
線

乗
ろ
う

守
る
う

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
協
力
を
お
願

o 

い
し
ま
す
。

(
県
共
同
募
金
会
大
村
市
支
会
)

o 

。

栄

冠

は

ど

の

チ

ー

ム

ヘ

市
民
球
技
大
会
に
こ
声
援
を

十
月
十
日
は
体
育
の
臼
で
す
。

こ
の
国
民
の
祝
日
は
、
ひ
ろ
く

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
の
理
解
と
関

心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的

に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
意
欲
を
高
め

る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
自

分
の
体
に
あ
っ
た
体
力
づ
く
り
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

市
は
毎
年
、
十
月
十
日
に
市
民

球
技
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

各
地
区
予
選
を
勝
抜
い
て
き
た
次

の
チ

l
ム
が
参
加
し
ま
す
。

〔
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〕

三

浦

今

村

鈴

田

陰

平

下

大
村
上
久
原
、
下
久
原

西
大
村
植
松
三
丁
目
、
西
大
村

本
町
第
二

竹
松
竹
松
住
宅
、
大
川
田
町

萱

瀬

原

福
重

草
場
、
今
宮

男
子

ダ
イ
ヤ
を
増
そ
う 松

原

橋
本

〔
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〕

三

浦

日

泊

鈴
田

陰
平
下

大
村
外
浦
小
路
、
本
小
路

西

大

村

植

松

三

丁
目
、
植
松
二

丁
目

竹
松
黒
丸
、

富
の
原
一
丁
目

萱

瀬

荒

瀬

福

重

沖

田

、

草

場

松

原

浦

二

区

以
上
の
二
十
四
チ

l
ム
が
参
加

し
ま
す
。
は
た
し
て
佐
勝
の
栄
冠

は
ど
の
チ
!
ム
の
頭
上
に
輝
く
こ

女
子
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と
で
し
ょ
う
。

間
九
時
か
ら

市
日
野
球
場
で
開

会
式
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
終
了
後

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
市
営
野
球
場
と

補
助
グ
ラ

ン
ド
で
、
パ
レ

l
ボ

1

ル
が
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
す

各
地
区
の
代
表
に
皆
さ
ん
の
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。
(
体
育
課
)
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※ 

カ
ギ
と
声

苦

4宵

皆
さ
ん
の
中
に
は、

国
(
公
社

公
団
を
含
む
)
や
県

・
市
な
ど
の

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

マ
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な
い

マ
不
親
切
な
扱
い
を
'
つ
け
た

V
説
明
に
納
得
で
き
な
い

マ
手
続
き
の
し
か
た
が
分
ら
な
い

マ
こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

か
け
て
空
巣
を

明な

るく

いし

通
せ
ん
ぼ

生て

?舌

行

政

相

談

週

間

印
月
刊
日

i
η
日

な
ど
、
苦
情
や
相
談
や
意
見
が

あ
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
。
乙
ん
な
と
き
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

行
政
相
談
員
は
、

公
正
な
第
三

者
の
立
場
か
ら
皆
さ
ん
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

@
定
例
相
談
日

。
十
月
八
日

(午
前
九
時
三
十
分

l
正
午
)
市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー

@
巡
回
相
談
日

。
十
月
十
二
日

(
午
前
九
時

t
正

午
)
竹
松
出
張
所
、
松
原
出
張

所
。
十
月
十
三
日

(午
前
九
時

t
正

o 

全
国
防
犯
運
郵

午
)
中
地
区
公
民
館

【
行
政
相
談
員
】

。
北
野
松
代
さ
ん

(東
本
町
二
七

九
、
曾
③
i
二
六
五
三
)

。
江
口
善
芳
さ
ん

(皆
同
郷
五
二

六
、
電
⑤
l
二
六
五

O
)

。
松
本
健
次
さ
ん
(
武
部
郷
六
二

二
、
雷
③
l
O
一
五
五
)

。

。

L
Pガ
ス
事
故
の
防
立
を
/

叩

月

は

消

費

者

保

安

月

間

十
月
一
日

t
三
十
一

日
ま
で
は

L
P
ガ
ス
消
費
者
保
安
月
間
で
す

白
常
生
活
で
不
可
欠
な
L
P
ガ

ス
事
故
が
あ
と
を
断
た
な
い
状
況

で
す
が
、
安
全
な
使
用
方
法
を
知

っ
て
、
十
分
注
意
を
し
て
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〔
L
P
ガ
ス
の
正
し
い
使
い
方
〕

マ
火
が
つ
い
た
こ
と
を
必
ず
目
で

確
か
め
ま
し
ょ
う
。

マ
空
気
孔
の
調
節
を
正
し
く
し
て

い
つ
も
青
い
炎
で
使
い
ま
し
ょ

.つ。

同
月
日
日

i
m
日

一
，
所
得
税

ク
の

納

税

は

一

一

口

座

振

替

で

一

一
マ
便
利

お
忙
し
い
方
、
ど
座
番
号
、

そ
の
通
帳
印
か
ん
一

一

不
在
が
ち
の
方
に
特
に
便

利

だ

け

で

手

続
き
が
す
み
ま
す

一

一

で

す。

マ
申
込
用
紙

i
向
工
会
議
所

一

一
マ
安
全

l
現
金
の
出
し
入
れ

金
融
機
関
、
税
務
科
、
納
税

一

一

を

し

な
く

て

す

み

ま

す

。

組

合
に
あ
り
ま
す
。

-

-
マ
安
心

|

納
期
を
う
っ
か
り

マ
振
替
え
が
で
き
る
金
融
機
関
一

一

忘
れ
て
も
、
自
動
的
に
預
金

銀
行
、
相
互
銀
行
、
信
用
金

一

↑

口

座
か
ら
振
替
え
ら
れ
る
の

庫
、
信
用
組
合
、
農
協
(
支

一

一

で

安

心

で

す

。

所

)

一

一
マ
領
収
書

|

金
融
機
関
か
ら

V
問
合
せ

1
!
普
十
税
務
耕

一

一

直
接
あ
な
た
に
お
届
け
し
ま

(
雷
諌
早
①
|
一
三
七

O
)
一

一

す

。

(

税
務
課
)
一

一
マ
申
込
み

l

預
金
通
帳
の

口

一

マ
換
気
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

マ
使
用
し
な
い
と
き
は
、
元
栓
、

器
具
栓
は
必
ず
閉
め
ま
し
ょ
う

マ
ゴ
ム
管
は
、
と
き
ど
き
点
検
し

早
自
に
取
替
え
ま
し
ょ
う
。

マ
燃
焼
器
具
は、

炎
の
出
口
が
つ

ま
ら
な
い
よ
う
に
、
と
き
ど
き

手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。

マ
燃
焼
器
具
は
、
必
ず
L
P
ガ
ス

専
用
の
器
具
を
使
い
ま
し
ょ
う

マ
固
定
式
燃
焼
器
具
に
は
、
金
属

フ
レ
キ
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

〔
も
し
ガ
ス
が
も
れ
た
ら
〕

マ
ま
ず
、
元
栓

・
器
具
栓
を
閉
め

る。

マ
屋
内
の
火
は
全
部
消
し
、
7

ッ

チ
を
す
っ

た
り
、
た
ば
乙
な
ど

を
吸
わ
な
い
。

マ
と
び
ら
や
窓
を
十
分
に
開
け
、

風
通
し
を
よ
く
し
て
ガ
ス
を
追

い
出
す
。

マ
コ
ン
セ

ン
ト
の
差
し
込
み
ゃ
ス

イ
ッ
チ
に
ふ
れ
な
い
。
換
気
扇

は
絶
対
に
ま
わ
さ
な
い
。

マ
版
売
屈
に
至
急
連
絡
し、

点
検

を
受
け
る
ま
で
は
ガ
ス
を
使
わ

な
い
。

(商
工
観
光
課
)
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金
一は
国
の
i

制
度
で

内

容

も

近
年
、
労
働
福
祉
の
増
進
が
さ

け
ば
れ
る
中
で
、
中
小
企
業
に
お

け
る
退
職
金
制
度
も
よ
う
や
く
普

及
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
退
職
金

制
度
が
な
い
企
業
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
制
度
は
あ
勺
て
も
規
程
化

さ
れ
ず
慣
行
な
ど
で
支
払
わ
れ
て

い
る
も
の
や
、
更
に
退
職
時
に
不

退職金額早見表

ぷぎ 1.200円 3.-000円 5.000円 10.000円 16.000円
1年 4.32同0 10.80円0 18.00円0 36.00同0 57.60円0 

2 28.800 72.000 120.000 240.000 384.000 

3 45.470 110.270 182.270 362.270 578.270 

87.540 212.280 350.880 697.380 1.113.180 

10 243.870 573.090 938.890 1. 853.3901 2.950.790 

15 446.270 1.048.730 川 8.吋山川 5.399.830 
20 705.330 1.657.530 2.715.530 5.360.530 8.534.530 

30 1 1~516.000 3.562.600 5.836.600 11.521.600 18.343.6001 

〈国庫補助金を含む)

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

段

と

拡

充

。児童
手

当

が

児
童
の
健
全
育
成
の
た
め
に
支

給
さ
れ
て
い
る
児
童
手
当
が
、
十

月
分
か
ら
一
部
引
き
上
げ
ら
れ
る

と
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
対
象
者
は
、
市
民
税
の
所

得
割
額
の
な
い
人
で
、
月
額
六
千

五
百
円
が
七
千
円
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
支
払
い
に
つ
い
て
は

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

取
扱
わ
れ
ま
す
の
で
節
税
が
で
き

ま
す
。詳
し
い
乙
と
は
中
小
企
業
退
職

金
共
済
事
業
団
広
報
課

(
雷
東
京

四
三
六
l
O
一
五一

)
ま
た
は
大

村
古川
工
会
議
所
へ
お
問
合
せ
下
さ

(向
工
観
光
課
)

。

。
部

増

額

月
期
支
払
い
か
ら
実
施
し
ま
す
。

※
十
月
以
降
に
異
動
の
あ
る
場
合

は
、
そ
の
見
動
月
で
処
理
し
ま

す。

※
所
得
割
額
の
あ
る
人
は
、
従
来

の
と
お
り
月
額
五
千
円
の
据
え

置
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(市
民
課
)

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

国
民
健
康
保
険
税

5
期

I
8期
の
納
付
書
に
つ
い
て

昭
和
五
十
六
年
度
分
の
保
険
税

か
ら
、
納
期
を
七
月
l
翌
年
二
月

ま
で
毎
月
納
付
の
八
期
に
改
め
ま

し
た
。一
朗
l
四
期
ま
で
の
納
付
書
は

七
月
に
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
五

加

t
八
期
ま
で
の
納
付
書
は
十

一

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
保
険
税
の
納
期
は
次
の

と
お
り
で
す
。

o 

(
税
務
課
)

4期

o 

。

払
い
と
な
っ
て
し
ま
う
ケ
l
ス
も

数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は

国
の
制
度
で
安
全
で
あ
る
う
え
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
退
職
し
た
従

業
員
へ
確
実
に
退
職
金
が
支
払
わ

れ
る
点
で
、
労
使
双
方
か
ら
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
の
法
律
の
改
正

に
よ
り
、
内

容
も
一
段
と

拡
充
さ
れ
ま

し
た
。
乙
の

機
会
に
中
小

企
業
者
の
皆

さ
ん
の
ご
利

用
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

〔
制
度
の
特

色〕マ
国
の
制
度

で
す
か
ら

安
全

・
確

実
で
す
。

マ
退
職
金
に

は
国
の
補

助
金
が
つ

き
ま
す
。

マ
加
入
前
の
過
去
の
勤
務
年
数
を

通
算
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
・
し

マ
従
業
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
施

設
を
設
置
す
る
場
合
の
資
金
を

低

利

で

受

}

一

一

一

一

ヨ

d
J…'P

け

ら

れ

ま

眠

3
L一明一
L
hト
C

a
j
p、、
戸
二
二
向

-・・
2
J
F
r

一

童
会

す

。

胃

け
弘
一
巳
‘
d
F
耳
宮
崎
明
匿

な
お
、
掛

込

r
吋

//ZI--
恥返

金
は
法
人
の

一
命

山

場
合
は
損
金

加
に
ダ一一母

個
人
企
業
の

5
ーに
}
「
グ

場
合
は
必
要

削

主
/
ι
u
t
g

経
費
と

し

て

品

目

f
k

中

高

年

齢

者

の

雇

用

を

ノ

労
働
省
で
は
、
十
月
を

「中
高

年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
」

と
し
て

雇
用
促
進
に
よ
り
職
業
の
安
定
を

図
り、

充
実
し
た
職
業
生
活
を
営

む
よ
う
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す

次
の
よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、

有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
昭
和
六
十
年
ま
で
に
六
十
歳

定
年
を
実
現
さ
れ
ま
す
よ
う
、
事

業
主
の
ど
理
解
と
ど
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

10 
月

促

進

月

間

[ま
マ
定
年
延
長
奨
励
金

V
継
続
雇
用
奨
励
金

マ
定
年
退
職
前
職
業
講
習
、
職
業

訓
練

マ
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

問
合
せ
先
大
村
公
共
職
業
安
定

所
(
曾
③
|
一
二

O
一

)

(
商
工
観
光
課
)

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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身のまわりのご相談は

※ 

四
季
の
花
で

心
が
な
ご
む

九
月
一
日
付
で
山
川
澄
哉
さ
ん

が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
新
し
く

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

人権擁護委員へ

お気軽{之どうぞ

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基

本
的
人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し
こ
れ

が
侵
犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の

救
済
の
た
め
す
み
や
か
に
適
切
な

処
置
を
と
る
と
よ
も
に
、
常
に
自

由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め

る
乙
と
が
主
な
使
命
に
な
っ
て
い

ま
す
。身
の
ま
わ
り
の
い
ろ
い
ろ
な
問

題
で
苦
し
み
悩
ん
で
い
る
人
は
、

次
の
四
人
の
人
権
擁
護
委
員
に
遠

慮
な
く
ど
相
談
下
さ
い
。
自
宅
で

も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〔
人
権
擁
護
委
員
〕

マ
藤
戸
三
郎
さ
ん
(
琴
浜
町
一
、

本市代表が準優勝

県消防ポンプ操法大会

第四回県消防ポンプ操法大会が9月

町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

雷
②
|
二
九
七
七
)

マ
田
川
寿
さ
ん

(皆
同
郷
二
三
八

雷
@
l八
五
四
五
)

マ
松
尾
武
さ
ん
(
大
川
田
町
八
五

。
、
宮
⑤
l
七
O
二
四
)

マ
山
川
澄
哉
さ
ん
(
杭
出
津
二
丁

目
六
八
二
!
九
、
宮
④
|
二
八

六
O
)

(
広
報
公
聴
課
)

11日、長崎市営ラグビーサッカ一場で

ました。今年は第1・第2・第3分団

から選手を選出し 3カ月にわたり猛訓

練を重ねてきたもので、 僅差で優勝を

逸したものの、乙のすばらしい成績に

行われ、本市代表が見事準優勝lζ輝き

(
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
)

関係者は大喜びです。

一

ご

存

じ

で

す

か

以

外

の

事

項

を

表

し

て

い

一

る

も

の

一

一

回

鑑

登

録

と

印

鑑

証

明

叫

コ

ム

印

そ

の

他

の

印

鑑

で

一

変

形

し

や

す

い

も

の

一

同
印
影
の
大
き
さ
が
一
辺
の
一

一

〔登
録
資
格
〕

相
違
な
い
こ
と
を
保
証
さ
長
さ
八
ミ
リ
の
正
方
形
に
一

一
川
本
市
の
住
民
票
に
記
録
さ
れ

れ
た
書
面

収

ま

る

も

の

又

は

一

辺

の

一

一

て

い

る

人

間

登

録

申

請

者

が

疾

病

そ

の

他

長

さ

二

十

五

ミ

リ

の

正

方

一

一
凶
外
国
人
登
録
法

に

基

づ

き

本

や

む

を

得

な

い

理

由

に

よ

り

形

に

収

ま

ら

な

い

も

の

一

一
市
の
外
国
人
登
録
原
票
に
登
自
ら
持
参
し
て
申
請
す
る
乙
矧
印
影
が
不
鮮
明
な
も
の
一

一

録
さ

れ

て

い

る

人

と

が

で

き

な

い

と

き

は

委

任

倒

そ

の

他

登
録
を
受
け
よ
う
一

一
間
十
五
歳
未
満
の
人
及
び
禁
治
の
書
面
を
添
え
て
代
理
人
に
と
す
る
印
鑑
と
し
て
適
当
一

一

産

者

に

つ

い

て

は

登

録

で

き

よ

り

申

請

で

き

ま

す

が

、

こ

で

な

い

も

の

一

一

ま

せ

ん

。

の

場

合

は

郵

送

で

登

録

申

請

(

印

鑑

登

録

証

〕

一

一

〔登
録
の
申
請
〕

者

に
文
書
で
照
会
し
二
十
日
印
鑑
を
登
録
し
た
場
合
に
は
一

一

ω登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
印
閣
の
期
限
の
う
ち
に
そ
の
回
印
鑑
登
録
証
(
カ

I
ド
)
を
一

一

鑑
を
自
ら
持
参
し
登
録
の
申

答
書
を
登
録
申
請
者
文
は
代

登
録
申
請
者
又
は
そ
の
代
理
一

一
請
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
理
人
が
持
参
す
る
乙
と
に
よ
人
に
対
し
て
直
接
交
付
し
ま
一

一
ん
。
な
お
、
乙
の
場
合
、

本

り

登

録

で

き

ま

す

。

す

。

一

一
人
で
あ
る
乙
と
及
び
申
請
が
[
登
録
印
鑑
の
規
制
〕

〔印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
〕
一

一

本

人

の

意
思
に
基
づ
く
も
の

ω登
録
で
き
る
印
鑑
は
一
人
一
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
一

一

で

あ

る

乙

と

を

確

認

す

る

た

個

に

限

り

ま

す

。

受

け

た

い

人

は

印

鑑

登

録

証

一

一
め
次
の
も
の
を
提
示
し

な

け

凶

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
印
(
カ

1
ド
)
を
添
え
て
書
面
一

一

れ

な

り

ま

せ

ん

。

鑑

が

次

の

い

ず

れ

か

に

該

当

で

申

請

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

一

一

例

官
公
暑
の
発
行
し
た
免
許

す

る

場

合

は

登

録

で

き

ま

せ

せ

ん

。

一

戸

証

、

許
可

証

、

身

分

証

明

ん

。

印

鑑

登

録

証

(

カ

l
ド
)
の
一

一

書
で
あ
っ
て
本
人
の
写
真

的
住
民
票
に
記
録
又
は
外
国

提
出
が
な
け
れ
ば
交
付
で
き
一

一

を

貼

布

し

た

も

の

又

は

外

人

登

録

原

票

に

登

録

さ

れ

ま

せ

ん

の

で

ご

注

意

下

さ

い

一

一

国
人
登
録
証
明
書

て
い
る
氏
名
、
氏
若
し
く
な
お
、
証
明
書
の
交
付
を
受
一

一

川
本
市
で
す
で
に
印
鑑
の
登

は
名
又
は
氏
名
の
一
部
を
け
る
場
合
に
は
印
鑑
は
必
要
一

一

録
を

受

け

て

い

る

人

に

よ

組

み

合

せ

て

い

な

い

も

の

あ

り

ま

せ

ん

。

一

一

り

登
録

申

請

者

が

本

人

に

川

職

業

、

資

格

そ

の

他

氏

名

(

市

民

課

)

一
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らせ j

¥注
射
と
検
診

-1歳
6
カ
月
児

健

康

診

査

対
象
昭
和
五
十
五
年
三
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
昭
和
五
十

四
年
十
月

t
五
十
五
年
二
月
生

ま
れ
ち
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受

け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し
て

下
さ
い
。十
月
九
日
・
十
六
日
、
午

後
一
時

t
一
時
三
十
分
受
付

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
と
、
送
付
し
ま

し
た
問
診
票
を
記
入
の
上
、
必

ず
ど
持
参
下
さ
い
。
(
生
活
環
境
課
)

日
時

※ 

-
麻
し
ん
(
は
し
か
)

予
防
接
種

本
年
度
後
期
の
麻
し
ん
(
は
し

か
)
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

該
当
者
は
受
け
て
下
さ
い
。

接
種
目
十
月
一
日

t
十
一
月
三

十
日
の
間
で
、
各
医
院
で
指
定

さ
れ
た
日
(
事
前
に
医
院
に
ご

相
談
下
さ
い
)

接
種
方
法
個
人
接
種
〈
該
当
者

が
直
接
医
院
へ
行
っ
て
接
種
を

受
け
る
〉

料

金

無

料

該
当
者
生
後
十
八
カ
月

t
三
十

六
カ
月
の
幼
児
が
対
象
で
す
が

満
六
歳
ま
で
の
幼
児
で
も
麻
し

ん
に
か
か
っ
て
い
な
い
場
合
は

受
叫
り
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
本

市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
場

合
に
限
り
ま
す
。

接
種
医
院
今
日
医
院
、
朝
長
医

院
、
原
医
院
、
沢
田
医
院
、
上

田
医
院
、
桝
本
医
院
、
出
口
小

児
科
医
院
、
牧
山
医
院
、
寺
井

医
院
、
長
崎
医
院
、
松
尾
医
院

松
井
医
院
、
近
藤
医
院
、
与
那

城
医
院
、
田
川
小
児
科
医
院

お
願
い

V
接
種
の
際
は
母
子
健

康
手
帳
を
ど
持
参
下
さ
い
。

V
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
る

と
約
一
カ
月
は
他
の
予
防
接
種

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
医
院

に
ご
相
談
下
さ
い
。

司(
生
活
環
境
課
)

-
胃
ガ
ン
検
診
の
結
果

八
月
三
日

t
十
一
日
ま
で
実
施

し
ま
し
た
胃
ガ
ン
検
診
の
結
果
は

精
密
検
診
の
通
知
が
九
月
二
十
日

頃
ま
で
に
届
か
な
か
っ
た
人
の
所

、見
は
「
異
常
な
し
」
で
し
た
。

(
生
活
環
境
課
)

-
就
学
時
健
康
診
断

昭
和
五
十
七
年
度
小
学
校
入
学

児
童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

対
象
児
昭
和
五
十
年
四
月
二
日

t
五
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
児
童

実
施
日
時
ヤ
十
月
十
三
日
H

大

村
小

V
十
四
日
H
松
原
小
、

東
大
村
小

V
十
六
日
目
中
央

小

V
二
十
日
H
黒
木
小

V

二
十
一
日
目
三
城
小
、
萱
瀬
小

V
二
十
二
日
H
放
虎
原
小

V

二
十
三
日
H
三
浦
小

V
二
十

七
日
H
竹
松
小
、
西
大
村
小

V
二
十
八
日
H
旭
が
丘
小

V

二
十
九
日
H
福
重
小

V
三
十

日
H
鈴
田
小

※
受
付
時
聞
は
各
校
と
も
午
後
一

時
三
十
分

t
二
時
三
十
分

問
合
せ
先
入
学
予
定
の
学
校

(
学
校
教
育
課
〉

-
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射

飼
い
犬
は
、
毎
年
一
回
の
登
録

と
六
カ
月
ご
と
の
狂
犬
病
の
予
防

注
射
を
受
け
る
よ
う
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
必
ず
受
け
さ
せ
て

下
さ
い
。

対
象
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬

手
数
料
〔
登
録
〕
二
千
円
〔
注

射
〕
七
百
円
〔
注
射
済
票
〕
三

百
円

お
願
い

V
犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど

で
つ
れ
て
き
て
下
さ
い
。
人
を

か
む
お
そ
れ
の
あ
る
犬
に
は
必

ず
口
輸
を
つ
け
て
つ
れ
て
き
て

下
さ
い
。

V
登
録
と
注
射
が
済

ん
だ
ら
必
ず
首
輸
に
鑑
札
を
つ

け
て
下
さ
い
。

V
当
日
は
つ
り

銭
が
い
ら
な
い
よ
う
ど
協
力
下

さ
い
。

(
生
活
環
境
課
)

犬の登録と狂犬病予防注射日程
月日 i 場 所 時 間

10/121市 役 所 110:00-15:

|今村公民館 l'O ~30-11: 00 

溝陸公民館 11:15-11:30 
10/13 三浦出張所 13: 00-13: 30 

西部公民館 13:40-14:00 

陰平下公民 、館 14:10-14:30 

平小 JII(倉田宅前) 10:00-10:30 

鈴田出張所 10:40-11:50 
10/14 一 一一一 一

上久原公民館l…30
椎池公民館 14:40-15:00

|寿古 公民曲 9:00-10:00 

福重出張所 10:10-11:00 

10/15立福寺パス停 11: 10-11: 30 

富の原2丁目公民館 13:00-14:00 
一一一

植松公民館 14:10-15:00 

徴神堂広場 9: 30-10: 00 

諏訪公民館 10:15-11:50 
10/16 
池田公民館 13:10-14:10 

堺町公民館 14:20-14:40 

10/191中地区住民センター 110:00"'15:00

野岳湖ノイス停 10 :30"'" 11 : 00 

東光寺公民館 11: 15"'11: 30 
10/20 
松原出張所 13:00-14:00 

|武留路公民館 14: 10-14: 30 

10/211竹松出張所 110:00-15:00

黒空..../--:.ス終点 110:00-10:15

黒木小学校下 10:25"'10: 50 

久良原公民館 11:00-11: 20 

南川内分校下 13:40-13:55

| 宮代公民館 14:05"'14:40 

農協萱瀬第 1 支所 14:~0-15:20

10/231大村保健所 110:00"'1 

カ
ギ
か
け
は

家
族
み
ん
な
の

合
言
葉

全
国
防
犯
運
動

m月
日
日

l
m
日

12 : 00"'13 : 00まで休みます。※ 
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※ 

海
や
川
を
守
る
た
め

粉
石
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う

?議{

座)

-
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

教
養
講
座

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
で
は
、
十

月
か
ら
始
ま
る
後
期
教
養
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
仕

事
の
余
暇
を
有
意
義
に
す
ご
し
ま

し
ょ
う
。
詳
し
く
は
九
月
一
日
号

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

科
目
料
理
、
生
花
、
書
道
ベ
ン

閑静で家庭的な
親しみやすい雰囲気・・…・市民の厚生施訟

小浜温泉~.ゐるL盆
倉小浜(095n) 4 -23 
または大村市社会福祉協議会宿泊係・ g③ 13引

習
字
、
コ
ー
ラ
ス
、

茶
道
、
き

も
の
着
付
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ン
(
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
雷
③
l

一
三
五
三
)

-
地
域
労
働
講
座

労
使
関
係
の
近
代
化
、
安
定
化

及
び
労
働
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
分
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

な
お
、
会
場
で
は
、
専
任
相
談

員
に
よ
る
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

同
時
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

日
時
十
月
十
五
日
(
昼
H
午
後

一
時

t
五
時
、
夜
H

午
後
六
時

三
十
分

t
九
時
三
十
分
)

場
所
市
民
会
館

対
象
者
企
業
主
、
労
働
者
、
住

民
講
座
の
内
容

V
就
業
規
則
の
問

題
点
、
V
各
種
福
祉
制
度
の
説

明
受

講

料

無

料

問
合
せ
先
佐
世
保
労
政
事
務
所

(
富
佐
世
保

@
l四
四
三
九
)

(
商
工
観
光
課
)

天

正

遣

欧

少

年

使

節

勇
気
@
記
録

。

西

洋

一

の

ス

ペ

イ

ン

整
え
ま
し
た
。
今
ま
で
正
式
の

れ

た

使
節
」
と
し
て
全
西
洋
に

王

に

謁

す

場
合
い
つ
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ

知
れ
わ
た
り
、
乙
の
後
の
旅
行

う
に、

格
好
を
日
本
風
に
ま
と

の

先

々
で
前
に
も
ま
し
て
盛
大

め
ま
し
た
。
た
だ
そ
れ
に
追
加

な
歓
迎
を
受
け
る
乙
と
と
な
っ

さ
れ
た
の
は
、
イ
ン
ド
風
の
幅

た
の
で
す
。

子
で
し
た
。
西
洋
で
は
着
帽
す

国

王

は、

使
節
が
は
い
て
い

る
こ
と
が
正
装
だ
っ
た
か
ら
で

た

草
履
に
殊
の
外
興
味
を
示
さ

す

。

れ

、

そ
れ
を
感
じ
た
伊
東

マ
ン

謁
見
の
場
で
は
、

伊
東

マ
ン
シ
ョ
は
即
座
に
草
履
を
ぬ
ぎ
、

シ
ョ

達
が
教
皇
の
も
と
に
脆
い
差
し
出
す
と
、
ま
じ
ま
じ
と
王

て
御
手
に
接
吻
し
よ
う
と
す
る
は
そ
の
裏
表
を
眺
め
ら
れ
た
と

と、

教
皇
は
そ
れ
を
拒
み、

親

記
録
は
伝
え
て
い
ま
す
。

し
く
抱
擁
さ

れ

る

と

い

う

破

格

使
節
の
側
か
ら
は
、
そ
の
場

の
名
誉
を
賜
っ
た
の
で
す
。
乙
で
漆
塗
り
の
竹
の
箱
と
茶
器
が

の
フ
ェ
リ

ッ
ペ
二
世
の
行
為
は
献
上
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
王
は

「
西
洋
最
強
の
王
か
ら
抱
擁
さ

殊
に
茶
器
に
関
し
て
そ
の
利
用

法
を
聞
い
た
際
、
当
時
日
本
人

が
湯
を
常
時
飲
用
す
る
乙
と
を

知
り
大
い
に
驚
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
逆
に
西
洋
人
が
年
中

雪
で
冷
し
た
水
を
飲
用
し
て
い

た
か
ら
で
し
た
。

十
一
月
十
六
日
か
ら
の
四
日

間
は
、
フ
ェ
リ

ッ
ペ
二
世
が
二

十
一
年
間
の
歳
月
を
か
け
て
造

っ
た
エ
ス
コ
リ
ア
l
ル
宮
殿
に

招
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
宮
殿

一
五
八
四
年
十
月
二
十
四
日

(天
正
十
二
年
九
月
十
七
日
)

一
行
は
当
時
西
洋
で
無
敵
を
誇

っ
た
ス

ペ
イ
ン
の
都
マ
ド
リ
ー

ド
に
入
り
ま
し
た
。
時
の
国
王

は
フ
ェ
リ

ッペ

二
世
で
す
。

到

着
約
二
十
日
後
に
行
わ
れ
た
カ

ル
ロ
ス
皇
太
子
の
宣
誓
式
に
参

列
す
る
な
ど
の
行
事
を
経
、
そ

の
三
日
後
に
は
、
い
よ
い
よ
西

洋
の
大
王
フ
ェ
リ

ッ
ペ
二
世
に

謁
見
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

す
。
そ
の
朝
、
一
行
た
ち
は
緊

張
の
中
に
謁
見
の
身
じ
た
く
を

⑩ 

フェリッべ2世スペイン王

落
慶
の
二
カ
月
後
の
乙
と
で
し

た。
一
行
は
宮
殿
の
文
庫
を
巡
回

す
る
う
ち
に
、
世
界
各
国
の
文

献
が
そ
乙
に
は
そ
ろ
っ
て
い
る

も
の
の
、
日
本
の
文
献
が
な
い

の
に
気
付
き
、

持
参
し
た
鳥
の

子
の
和
子
に
、
使
節

一
行
の
氏

名
と
共
に
宮
殿

へ
の
讃
辞
を
次

の
よ
う
に
書
き
残
し、

文
庫
に

納
め
ま
し
た
。

今
ま
で
見
た
乙
と
も
な
け

れ
ば
、
見
ら
れ
よ
う
と
も

思
わ
れ
な
か
っ
た
、
か
く

も
素
晴
し
い
(
宮
殿
)
を

観、

讃
歎
し
満
足
す
る
こ

と
こ
の
上
な
く
、
三
年
に

及
ぶ
苦
難
の
旅
を
重
ね
て

来
た
だ
け
の
甲
斐
が
あ
り

ま
し
た
。
在
天
の
主
、
願

わ
く
ば
(
陛
下
は
)
主
へ

の
愛
か
ら
、
か
く
も
優
れ

た
教
会
を
地
上
に
お
建
て

の
こ
と
な
ら
ば
、
次
に
は

同
じ
く
、
彼
(
陛
下
)
に

対
し
て
、
天
上
に
お
り
て

栄
光
限
り
な
き
住
所
を
授

け
給
わ
ん
こ
と
を
。
切
に

そ
れ
を
望
み
奉
る
。
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募

集

-
N
H
K青
年
の
主
張

県
大
会
出
場
者

第
二
十
八
回
N
H
K
青
年
の
主

彊
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
出
場

者
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
資
格
昭
和
三
十
一
年
一
月

十
六
日

t
四
十
一
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

応
募
方
法
次
の
課
題
の
一
つ
を

選
び
、
五
分
以
内
で
発
表
を
終

え
る
よ
う
意
見
を
ま
と
め
た
原

杭
(
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三

l

四
枚
程
度
)
に
応
募
京
(
社
会

司教
育
課
に
あ
り
ま
す
)
を
添
え

て
応
募
の
乙
と

課
題

A
H
い
ま
学
園
(
職
場
)

か
ら
訴
え
る

B
H
わ
た
し
の

挑
戦

C
H
ひ
と
つ
の
出
合
い

D
H
同
世
代
へ
の
提
言

E
H

間
際
社
会
と
青
年

原
稿
締
切
十
月
二
十
三
日
(
当

日
消
印
有
効
)

原
稿
送
付
先
・
問
合
せ
先

N
H

K
長
崎
放
送
局
「
古
年
の
主
張
」

係
(
長
崎
市
西
坂
町
一
l
l

一

禽
長
崎
ゆ
l
二
二
九
一
)

(
社
会
教
育
課
)

-
自
衛
官
・
学
生

(
防
衛
大
・
防
衛
医
科
大
学
生
〕

資
格
高
卒
(
見
込
)
で
二
十
一

歳
未
満

受
付
期
間
十
月
二
十
四
日
ま
で

試
験

(
防
大
〕
十
一

月
二
日
、

三
日
〔
防
医
大
〕
十
一
月
七

日
、
八
日

〔
看
護
学
生
〕

資
格
高
卒
(
見
込
)
で
二
十
二

歳
未
満

受
付
期
間
十
一
月
七
日
ま
で

試
験
十
一
月
十
二
日

〔
婦
人

2
士〕

一
こ
推
せ
ん
く
だ
さ
い

一

素

敵

な

お

嬢

さ

ん

を

一

一
私
た
ち
の
ア
イ
ド
ル
・
羽
ミ
て
い
る
方
、
身
長
一
五
五
セ
一

一

ス

大

村

に

ふ

さ

わ

し

い

お

嬢

さ

ン

チ

以

上

-

一
ん
を
ど
推
せ
ん
下
さ
い
。
応
募
方
法
十
月
九
日
ま
で
に
一

-
応
募
資
格
満
十
八
歳

t
二
十
商
工
会
議
所
ミ
ス
大
村
係
へ
一

一

五

歳

ま

で

の

未

婚

の

女

性

で

(

曾

①
|
四
二
二
一
一
)
一

-

市

内

に

六

カ

月

以

上

居

住

し

(

商

工

観

光

課

)

一

十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
木

資
格満

受
付
期
間
十
月
二
十
日
ま
で

試
験
十
月
二
十
七
日

〔
幹
部
候
補
生
(
男
・
女
)
〕

資

格

大

卒

(
見
込
)
で
二
十
六

成
未
満

受
付
期
間
十
月
三
十

一
日
ま
で

試
験
十
一
月
十
日

問
合
せ
先
自
衛
隊
大
村
募
集
事

務
所
(
曾
③
|
ム
O
二
七
)

※ 

空
力

(
市
民
課
)

-
読
書
感
想
文

市
立
図
書
館
で
は
、
流
書
週
間

に
ち
な
み
読
書
感
想
文
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格
一

般
成
人
(
市
内
紅

住
者
)

テ
l
マ
題
名
は
白
山
(
読
書
感

想
、
読
書
生
活
、
そ
の
他
涜
者

に
関
す
る
も
の
)

原
稿
枚
数
四
百
字
詰
五
枚
程
度

応
募
方
法

V
作
品
は
一
人
一
点

と
す
る

V
作
品
の
前
に
題
名

と
住
所
、
氏
名
(
読
書
感
想
は

文
の
終
り
に
書
名
、
著
者
名
)

を
記
入
す
る
乙
と
V
応
非
作

品
は
返
却
し
な
い

※
優
れ
た
作
品
は
「
読
書
感
想
文

集
に
登
載
し
て
、
そ
の
文
集
と

記
念
品
を
贈
呈
す
る

ン

の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

応
募
締
切
十
一
月
三
十
日

送
り
先
市
立
図
書
館
(
武
部
郷

三
二
三
|
一
、
蜜
@
二
四
五

七
)ス

ポ

i
ツ

-
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の

集
い

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽
し
く
踊
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

日

時

十

月
八
日
、
午
前
十
時
1

正
午

場
所

市
民
体
育
館

対

象

一

般

州
人
(
初
め
て
の
人

大
歓
迎
)

講
師
白
浜
千
寿
子
先
生

主
催

婦
人
健
康
ク
ラ
プ(体
育
即
時
)

-
勤
労
者
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

十
月
二
十
五
日
(
日
)

午
前
八
時
三
十
分
開
会

場
所
市
営
野
球
場
、
市
営
補
助

グ
ラ
ン
ド

参
加
資
格
・
チ
l
ム
編
成

マ
市
内
に
居
住
す
る
劫
労
者

マ
市
内
の
一
事
業
所
一
チ
l
ム
と

す
る
。
た
だ
し
、
二
十
人
未
満

日
時

の
事
業
所
は
合
併
チ
1
ム
を
認

め
る
。

マ
チ
l
ム
編
成
は
十
五
人
以
内
と

す
る
。
(
監
督
を
含
む
)

申
込
方
法
十
月
二
十
日
(
正
午
)

ま
で
に
備
付
け
の
申
込
書
に
参

加
費
三
千
円
を
添
え
て
大
村
山

工
会
議
所
青
年
部
へ

問
合
せ
先
商
工
会
議
所
青
年
部

(
辻
崎
曾
④
i
三
六
八
八
)

(
商
工
観
光
課
)

-
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
成
績

九
月
六
日
、
市
民
体
育
館
で
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
主
俄
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

〔校
区
対
抗
〕
①
西
大
村
小
②
中

央
小
@
三
城
小
、
放
虎
原
小
〔

一

般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〕
①
品
川
宏

洲
②
浜
崎
愛
三
③
片
岡
重
明
、
片

岡
昇
二
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〕

①
山
口
都
②
飯
笹
ひ
と
み
③
山
口

京
子
、
江
原
夫
奈
子
〔
一
般
男
子

ダ
ブ
ル
ス
〕
①
品
川
宏
洲

・
浜
崎

愛
三
⑨
中
島
泰
二
・
森
ネ
久
③
日

高
正
幸

・
里
脇
清
隆
、
山
口
パゾ一心

雄
・
大
塚
浩
二
般
女
子
ダ
ブ
ル

ス
〕
①
山
口
京
子
・

飯
笹
ひ
と
み

③
山
口
部
・
出
口
真
寿
美
③
江
崎

雅
子
・
永
野
里
恵
、
山
下
久
美
子

・
江
原
芙
奈
子
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も

よ

お

し

-
第
1
回
大
村
寿
し
素

人
名
人
コ
ン
ク
ー
ル

「
語
ろ
う
、
よ
か
と
乙
大
村
」

の
テ
!
?
の
も
と
に
第
三
回
「
市

民
の
集
い

日
十
片
二
十
五
日
」

を

開
催
す
る
中
で
、
大
村
ト
カ
し
保
存

会
後
援
に
よ
る

「第
一
回
大
村
寿

おおむ

長
崎
県
の

大
動
脈
だ

し
素
人
名
人

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
家
に

明

職る

<

健

康

な

場

づ

く

り

を

ノ

全
国
労
働
街
生
週
間

(
十

月
一
日

l
七
日
)
が
始
ま
り

ま
し
た
。

今

年

の

ス

ロ
ー

ガ
ン
は
「
作
業
環
境
の
改
善

で
明
る
く
健
康
な
職
場
づ
く

り市政だより(9) 

り
」
で
す
。
健
康
の
維
持
、

増
進
を
組
織
的
に
推
進
し、

健
康
で
文
化
的
な
大
村
市
を

建
設
し
ま
し
ょ
う
。

(商
工
観
光
課
)

古
く
か
ら
受
継
が
れ
て
い
る
大
村

の
味
を
、
ぜ
ひ
ご
出
品
下
さ
い
。

応

募

締

切

十
月
十
五
日
(
先
者

百
人
で
締
切
り
)

申
込
先

大
村
青
年
会
議
所
事
務

局
(
雷
②
|
六
三
九

一
)

(向
工
観
光
課
)

-
秋
季
慰
霊
祭

県
殉
国
者
秋
季
慰
霊
祭
が
行
わ

れ
ま
す
。

市
民
多
数
の
参
拝
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、

当
日
は
忠
霊
塔
周
辺
の

道
路
は
一

般
車
両
の
通
行
を

一
部

制
限
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時

十
月
二
十
日
、
午
前
十
時

三
十
分

t
正
午

場
所

県
忠
霊
塔

(福
祉
課
)

-

第

幻

回

市

民

音

楽

祭

日
時

十
月
二
十
四
日
(
土
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

市
民
会
館

場
所
出

演

団

体

大

村
少
年
合
唱
団
、

大
村
混
声
合
唱
団
、
パ

l
ル
ハ

イ
ム
ギ
タ

l
ク
ラ
ブ
、

大
村
ギ

タ
l
Aロ
奏
団
、
規
友
会
、
若
水

会、

星
風
会
、
恩
友
会、

宮
城

会、

ば
あ
ぷ
る
エ
コ

l
ズ
、
バ

ー
ル
ハ

ワ
イ
ア
ン
ズ
、
大
村
高

校
吹
奏
楽
部

入
場
料
二
百
円

問
合
せ
先
中
地
区
公
民
館

(
雷

@
!

一
三
七
六
)

市
音
楽
団
体
協
議
会

市
教
育
委
員
会
ほ
か

後主
援催

-
山
下
和
仁
ギ
タ
l
リ

サ
イ
タ
ル

十
月
十
七
日
(
土
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

市
民
会
館

内
容

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
!
演
」突

「
展
覧
会
の
絵
」
ほ
か

入
場
料
千
二
百
円

主

催

大

村

ギ
タ
l
合
奏
聞

(中

島
曾
①
l
九
三
六
一二
)

(社
会
教
育
課
)

日
時

場
所

-
自
衛
隊
創
立
引
周
年

記
念
行
事
(
大
村
・

竹
松
合
同
)

日

時

十

月
二
十
五
日、

午
前
九

時
三
十
分
か
ら

場
所

大
村
駐
と
ん
地
営
庭

内

容

記

念
式
典
、
ミ
ニ
演
習
展

示
、
音
楽
ド
リ
ル
、
野
外
売
庖

ほ
か
※
当
日
は
駐
と
ん
地
を

開
放
し
ま
す
。

一

国

一

際

障

害

者

年

一

-

S

完
全
参
加
と
平
等

S

一

ご

存

じ

で

す

か

一

一

@

国

際

障

害

者

年

記

念

各
地
区
役
員
を
通
じ
お
申
込
み

一

一

第

9
回

市

身

体

障

害

下
さ
い
。
な
お
、
一

般
の
方
も

一

多
数
ど
参
加
一
さ
し
0

・

一
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日

時

十

月
十
八
日
(
日
)

一

一

市
内
の
身
体
障
害
者
が
ス

ポ

午

前
九
時
か
ら

一

一
l
ツ
を
通
じ
て
体
力
の
維
持
、

場

所

市
営
陸
上
競
技
場

一

一
増
強
を
関
り
、
明
朗
で
積
制
的

主
催

市
身
体
障
害
者
団
体
連

一

一
な
性
格
と
協
調
精
神
を
苓
っ
こ
合
会
(
事
務
局
審

③

|
七

O
一

一
と
を
目
的
と
し
て
、

例
年
秋
に

O
二

)

一

一
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は

(
桶
祉
課
)

一

一
特
に
国
際
障
害
者
年
を
記
念
し

一

一

て
路
大
に

，、

4

三

一

一

、

M
m
y
開
催
さ
れ

一

一

J
F
Y

F
ま
す
。
出

耳

と

こ

と

ば

の

相

談

日

一

一
E

同

V
尺

場
希
望
者

園

、

曹

司

.

ち

日

時

十
月
十
七
日

(
土
)
一

一・曹、
3
E
L
身
体
「

一d
w

弘、一
ζ

害

者

団

体

午

後

記

t
一一一時

一

一

連
合
会
の

場

所

福
祉
セ
ン
タ
ー

-

-
講
演
と
音
楽
の
つ
ど

出
演
団
体

自
衛
隊
三
部
隊

(大

村
、
竹
松
、
村
空
)

市
内
有

日
時

十
月
二
十
二
日
、
午
後
六

志

時
三
十
分

t
九
時
三
十
分

入
場
料

無
料

場
所

市
民
会
館

講
師

中
村
定
臣
氏



00) 

そ

お

り

-
計
量
器
の
定
期
検
査

おおむ

昭
和
五
十
六
年
度
の
計
量
器
の

定
期
検
査
を
行
い
ま
す
。
農
家
で

所
持
し
て
い
る
計
量
器
、
商
居
、

学
校
、
病
院
、
官
公
署
な
ど
で
使

用
し
て
い
る
計
量
器
(
商
取
引
、

証
明
な
ど
)
は
も
れ
な
く
検
査
を

受
け
て
下
さ
い
。
な
お
、
当
日
は

市政だより昭和56年10月1日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

印
か
ん
、
手
数
料
が
必
要
で
す
。

(
商
工
観
光
課
)

-
日
年
版
県
民
手
帳
の

予
約
受
付

12 : 00-13 : 00まで休みます。

県
民
必
携
の
総
合
手
帳
で
す
。

ぜ
ひ
ご
愛
用
下
さ
い
。

様
式
〔
大
型
〕
三
百
五
十
円

〔
小
型
〕
二
百
五
十
円

申
込
方
法
十
月
二
十
日
ま
で
に

企
画
課
へ

間

10:00--11:30 

13:00--15:00 

10:00--15:00 

10:00-15:00 

-

技

能

検

定

昭
和
五
十
六
年
度
後
期
の
技
能

検
定
を
行
い
ま
す
。
合
格
者
に
は

一
級
・
二
級
技
能
士
の
称
号
が
与

え
ら
れ
ま
す
。

申
込
期
間
十
月
八
日

2
二
十
日

ま
で

実
施
期
間

十
二
月
十
日

1
二
月

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

ま

ち

保

育

園

日
慈
恵
荘

へ

花

束

一

二
十
七
束
、
桃
ま
ん
じ
ゅ
う
百
一

六

)

十

万

円

マ

浅

由

美

恵

子

(

乾

馬

場

町

)

一

一
一

z
z
i一
敬

称

略

一

i

慈

恵

荘

へ

そ

つ

め

ん

十

キ

ロ

個

歌

・

演

奏

踊

り

慰

問

一

i
、一

一

一

一
盤
寄
一村
一
一
一
敬
称
略

一一一一

マ
三
域
婦
人
会
(
上
野
和
子
会
マ
親
和
銀
行
大
村
支
居
日
惑
恵

一

一

国

際

障

害

者

年

事

業

へ

一

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
長
)
慈
恵
荘
へ
タ
オ
ル
二
百
枚
荘
ヘ
タ
オ
ル
百
枚

マ
ア

ジ

ア

一

一
マ
白
川
初
義
(
一
の
郷
・
亡
母

マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
)
着
物
一
枚
マ
鋪
灸
マ
ツ
サ

l

仏
教
懇
和
会
H

慈

恵

荘

へ

テ

イ

-

一
キ
タ
)
三
万
円

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

大

村

子

供
の
家
へ
三
万
七
百
円
ジ
師
会
日
慈
恵
荘

ヘ
タ
オ
ル
百
ッ
シ
ユ

ペ
ー
パ
ー
百
個

マ

美

一

一
マ
佐
古
義
己
(
祝
崎
郷

・
亡
母

マ
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
慈
六
十
三
枚
、
石
け
ん
百
個

マ

容

組

合

(
坂
本
庄
三
組
合
長
ほ
一

一
野
口
サ
ヤ
)
五
万
円
マ
松
添

恵
荘
ヘ
キ
ュ
ウ
リ
七
十
キ
ロ
、
山
口
好
雄
(
植
松
三
丁
目
)
慈
か
十
四
人
)
慈
恵
荘
へ
散
髪
奉

一

一
政
男
(
古
町
一
丁
目
・
亡
父
猪
ジ
ャ
ガ
イ
モ
二
十
五
キ
ロ
ほ
か
恵
荘
へ
ミ
シ
ン
一
台

マ

か

た

仕

10:00--15:00 

10:00-15:00 

10:00-15:00 

10:00~15:00 

10: 00-12: 00 

13:00-15:00 

10:00-15:00 

時

計量器定期検査日程
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イ

二
十
八
日
ま
で
の
聞
に
指
定
す

る
日

実
施
職
種
機
械
検
査
、
時
計
修

理
、
け
が
き
、
内
然
機
関
組
立

て
、
油
圧
装
置
調
整
、
縫
製
機

械
整
備
、
農
業
機
械
整
備
、
冷

凍
空
気
調
和
機
器
施
工
、
寝
具

製
作
、
和
裁
、
石
工
、
帆
布
製

品
製
造
、
み
そ
製
造
、
酒
造
、

建
築
大
工
、
瓦
ぷ
き
、
配
管
、

浴
そ
う
設
備
施
工
、
型
わ
く
施

工
、
鉄
筋
組
立
て
、
カ
ー
テ
ン

施
工
、
防
水
施
工
、
熱
絶
縁
施

工
、
ガ
ラ
ス
施
工
、
構
造
物
現

図
製
作
、
建
築
製
図
、
機
械
製

図
、
電
気
製
図
、
印
章
彫
刻
、

義
肢
・
装
具
製
作
ほ
か

合
格
発
表
三
月
十
九
日

問
合
せ
先
県
職
業
訓
練
課
(
雷

長
崎

@
i
一
一
一
一
)

(商
工
観
光
課
)

-
戦
傷
病
者
な
ど
の
妻

に
対
す
る
特
別
給
付

金
に
つ
い
て

戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
で
戦
傷
妻

特
給
「
ほ
号
」
を
受
給
し
て
い
た

人
で
、
本
年
十
月
一
日
現
在
、
傷

病
恩
給
な
ど
受
給
中
の
妻
に
十
年

償
還
の
国
債
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

該
当
者
は
福
祉
課
で
手
続
き
し
て

下
さ
い
。

(
福
祉
課
)

( の~ 10月は自学雲管費jZZの納期です;
件勺主主f) 納期内に納めましよう 1 
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